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　近年、テレビや新聞などで『認知症』という言葉を多く
聞くようになりましたが、具体的に「認知症ってナニ？」
と聞かれると答えに詰まってしまいませんか？今回は、
『知っているようで知らない認知症』と題しまして、認知
症の基礎知識についてお話します。

認知症って…ナニ???
　実は認知症イコール病名ではありません。
　認知症とは、『病気等の理由から脳がダメージをうけるこ
とで、記憶や判断能力・言語能力・見当識（年月や時・場所な
ど、自分が今置かれている状況を認識する能力）などの認知
機能が低下し、その結果、日常生活を送る上で困難が生じた
状態』のことを言います。認知症の原因となる病気の中では
アルツハイマー病がよく知られていますが、その他にも認知
症の症状をきたす病気は色々あります。病気によって治療・
ケア方法が異なり、効果的な対応をとれば症状の改善や進
行を遅らせることが可能な場合も有ります。そのため、『こ
れって認知症の症状かな？』と気になる症状（図1）が多くみ
られるようになった場合には、かかりつけの医師に相談する
ことをおすすめします。

認知症って
どういった症状が出現する?
　認知症には色々な症状がありますが、主な症状として、物
忘れや時・場所が分からなくなる、判断・注意力の低下など
の『認知機能障害』と、慣れた道に迷う、お金を盗られたなど
現実にはないことを思い込む（妄想）などの『認知症の行動
心理症状』があります。（図2）。認知機能障害は、認知症を引
き起こす病気になると出現してくる症状ですが、認知症の行
動心理症状は必ずしも出現する症状ではありません。認知
症の行動心理症状が出現する背景には本人にとって何らか
の理由があ
ると考えら
れ、本人や周
囲の人が穏
やかに生活
できるよう、
その理由に
探り治療・ケ
アを行ってい
きます。

認知症の予防について
　現在、認知症をきたす病気の多くは完治が難しいため、
認知症予防のための生活習慣が注目されています。体操
やウォーキング・水泳などの『適度な運動』や『バランス
の取れた食事』、『禁煙』を心がける必要があります。そし
て『余暇活動／社会参加』をすることで脳に刺激を与え
ることが、認知症予防に繋がると言われていますので取
り組んでみ
てください
（図3）。
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浜田市社会福祉協議会

「介護予防」とともに

第一層生活支援コーディネーター   吉川　優子

「介護予防」との出会いと学び
　高齢者が要介護状態になることを防ぎ、改善を図るこ
とを「介護予防」と言います。介護保険制度の中に「介護
予防」の概念が導入された2006年から、行政で、介護予
防教室を担当したことが、「介護予防」と出会うきっかけ
でした。短期間の運動トレーニングでも、筋力が向上し、
何より生き生きとした表情に変化していく姿を見て、高齢
者の健康を維持する上で「介護予防」は必要不可欠であ
ると実感。それから、今日まで「介護予防」と向き合う日々
が続いています。
　介護予防事業に携わって10年が経過した2017年、「介
護予防」について学術的にどのような知見が示されてい
るのか、浜田市の「介護予防」の現状を数字で分析したい
と考え、島根大学大学院 医学系研究科 博士前期課程に
籍を置きました。国が推進している地域包括ケアシステム
や、認知症看護など、高齢者に関する様々な講義を選択
し学びました。
　また、浜田市の役割認識と関連する健康要因をテーマ
に研究しました。研究を通して明らかになったことは、高
齢者が健康を維持するために必要なことは「社会参加」
と「役割」であるということです。

「生活支援コーディネーター」としてのスタート
　「社会参加」と「役割」と「健康寿命の延伸」が、次なる
テーマとなった私は、大学院を卒業した2019年4月か
ら、浜田市社会福祉協議会で第1層生活支援コーディ
ネーターとして、あらたなスタートを切りました。
　国が自治体に設置を促している生活支援コーディネー
ターは、高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備を推進
していくことが役割です。高齢者サロンや地域の集いの
場に参加し、脳トレ体操やレクリエーションを一緒に楽し
んだり、地域の実情を知るために民生委員や福祉委員の
方と一緒にまち歩き調査をしたりしています。
　高齢者が地域で生きがいや役割を持ち、尊厳を保持
し、自分らしい生活を送ることができるよう、7名の生活
支援コーディネーターと伴に日々奮闘しています。

市民団体「RUN伴はまだ」の結成
　プライベートでは、2019年1月に「RUN伴はまだ」とい
う市民団体を結成しました。ＲＵＮ伴は、認知症の方々と一
緒にタスキをつなぐ体験を通じて、誰もが暮らしやすい地
域づくりを推進する活動です。
　2011年に始まり、今年で8年目となる日本最大級のイベ
ントを、今年初めて浜田市で開催します。開催日は10月20
日（日）です。浜田市にある医療機関、行政、社会福祉協議
会、県立大学、専門学校、介護事業所の職員の方25名が実
行委員のメンバーです。ともに認知症について学び合いな
がら、イベントに向けて、心をひとつにして進めています。

　また、認知症予防に効果が認められている芸術療法「臨
床美術」にも取り組んでいます。石正美術館や地域サロン
で「島根臨床美術の会」のメンバーとともに活動を進めて
います。気がつくと、仕事もプライベートも高齢者支援一
色になっていました。でも、今はこれが私の生きがいであ
り、私の介護予防になっています。

今年で8年目となる「RUN伴はまだ」は10月20日（日）に開催

「島根臨床美術の会」のメンバーとともに活動を進めている
芸術療法「臨床美術」の様子
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